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図-1 試験方法・装置の概要 
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図-2 計測記録例 

 間隙水圧測定を伴う動的貫入試験法 －その５ 地下水位－ 
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1. はじめに  
地震時の液状化による被害を予測する上で，地盤中の地下水位を求めることは重要なことである．

当然のことながら，液状化判定は地下水位以深の飽和土層を対象としていることから，この地下水

位を何らかの方法で評価する必要がある．一般に地下水位を求める方法としては，原位置での調査

ボーリングにおいて無水掘進をすることにより計測している．このことから，液状化判定を目的と

する原位置試験には動的な貫入抵抗を計測すると同時に地下水位が評価できる調査方法が求めら

れている．本報では，開発した間隙水圧測定を伴う動的貫入試験機1 )～ 5)による地下水位の推定方法

を紹介する．  

2. 間隙水圧測定を伴う動的貫入試験  
開発した装置は，この動的打撃貫入時の非排水条件下

での過剰間隙水圧応答を計測して，地盤の液状化強度を評

価することを目的としている．動的貫入時の瞬時の貫入変

位量と先端コーン部周辺の過剰間隙水圧を記録するため

間隙水圧計を組み込んだ先端コーンと貫入量を計測する

変位計そして高精度で高速サンプリングする収録装置か

ら構成されている．開発した間隙水圧測定を伴う動的貫入

試験装置を液状化ポテンシャルサウンド (Liquefaction 

Potential Sound; LPS )と呼んでいる．  

試験装置の概要を図-1 に示す．試験方法は重錘落下に

よる動的貫入試験装置の先端コーン部に間隙水圧計を設

置し，打撃時に発生する過剰間隙水圧をデータロガーによ

り計測するシステムである．打撃貫入装置に軽量型ラムサ

ウンディング（ミニラム）7 )を採用している．   

3. 地下水位の推定  
図-2 に典型的な計測時刻歴記録として地下水位以浅と

地下水位以深での打撃貫入時にデータ収録した過剰間隙

水圧と貫入変位の時刻歴例を示す．間隙水圧応答の特徴的

な傾向として慣性力による見掛けの最大過剰間隙水圧

(∆uma x)は，地下水位以浅の場合にはコーン先端外部が不

飽和のため地盤中に存在する空気の存在により慣性力に

よりダイアフラムの変形を拘束する力が弱い事により見

掛け上大きな∆uma x が生じているのに対し，地下水位以深

の場合には非圧縮性の強い水の存在により慣性力によっ

て変形しようとするダイアフラムが拘束を受け見掛け上
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図-3 代表地点における最大過剰間隙水圧比の深度方向分布  
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LPS結果から推定した地下水位 (m)  
図-4 地下水位の計測値と 

推定値の関係 

の∆uma x は小さくなっている．この見掛け上の∆uma x から地下水

位を推定する方法を紹介する． 

図-3 には，原位置で計測した計測した代表的な３地点におけ

る図-2 で説明した見掛けの最大過剰間隙水圧 (∆uma x)を全上載圧

(σv)で正規化した最大過剰間隙水圧比 (∆uma x/σv) を深度分布とし

て示した．同図には， LPS 実施地点近傍の調査ボーリングで得

られた地下水位も示した．調査ボーリングで得られた地下水位

と∆uma x/σv が 0 に収束する深度との間には良い相関が認められ

る．この相関を検証するため図-4 には，他の調査地点でも計測

された地下水位と LPS 結果より推定した地下水位の相関を示し

た．同図からも計測値と推定値の間には良い相関が認められる． 

4. まとめ  
原位置での液状化ポテンシャルサウンド (LPS )を実施して得られた最大過剰間隙水圧比 (∆uma x/σv)

が 1.0 を下回る深度と地下水位には良好な相関が見られた．このことにより，LPS により地下水位

が推定でき，実務上の液状化判定の基準となる飽和層の判断を LPS のみからできることを紹介した．

今後も更なるデータの蓄積を行い，推定方法の精度を高めて行きたい．  
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